Kontenagata NFV ākitekucha (shinsa hōkoku) by ホリバ, カツヒロ et al.
 論文審査の要旨及び担当者    No.1 
報告番号 甲 乙 第      号 氏 名  堀場 勝広 
論文審査担当者 主 査 政策・メディア研究科委員長兼環境情報学部教授  村井 純 
 副 査 政策・メディア研究科委員兼環境情報学部教授   中村 修 
 副 査 政策・メディア研究科委員兼環境情報学部教授   楠本 博之 
 副 査 東京大学情報基盤センターネットワーク部門准教授 関谷勇司         
   
学力確認担当者：   
 
（論文審査の要旨） 



























































       論 文 審 査 の 要 旨  
 No.3 








 結論では、ネットワークサービスの PaaS化の必要性と、その実現に向けてコンテナ型 NFVアー
キテクチャの貢献について論じている。また、本論文の成果が社会に与えた影響として、仮想化
されたネットワーク機能が、コンテナとして実装されはじめている点について言及している。そ




 著者は 2008 年からネットワークの仮想化に関する研究を開始し、その研究成果を基にしたネ
ットワークの構築と運用を、学術ネットワークと商用ネットワークにおいて実践し、ネットワー
クスライシングという概念が実現されることによる意義を社会に提示し続けてきた。また、2014
年より次世代 NSP コンソーシアムを立ち上げ、ネットワークスライシングの実現に向けて、NFV
や SDNを含む様々な技術の検証と評価を推進した。そして、5Gの普及を目前にして注目されはじ
めたネットワークスライシングについて、いち早く具体的なシステムを社会に対して提示してき
た。これらの成果は、著者が専門領域であるネットワーキングだけでなく、クラウドコンピュー
ティングに立脚したアプリケーションの開発といった、広範囲の技術に精通していることによっ
て実現されたものである。また、本研究の総合的な成果として、ネットワークアプリケーション
の最適な資源割当をダイナミックに実現し、その運用コストと開発コストの効率化を実現化した
ために、高度化する情報社会の基盤の発展に大きく寄与することが期待できる。 
 
上記の成果と、それを記述した本論文を通して、著者の研究者としての先端的な研究を行うた
めに必要な高度な研究能力、並びにその基盤となる豊かな学識、研究を社会貢献へ結びつける能
力を有することを示したものといえる。よって、本論文の著者は、博士（政策・メディア）の学
位を受ける資格のあるものと認める。 
 
